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7) 松田,川上 物理学会秋の分科会予稿集 13p-C-2 275(1983)
固体の熱膨張とソリトン
京大 ･工 宗 像 豊 哲
従来固体の熱膨張は系の自由エネルギーF(T,V)を温度 Tと体積 Vの関数 として求め状態




Ld- 若君 か f∑ [r 三′2- pr:/ 3 h o･ qr:/4 h o2 ] ･r n- u n - u n- 1 (1)n
ここにu,nは n-thatom の平衡位置からの変位であり,p>0,q>0は非線形性 を規定するパ
ラメータであるO変調の問題 を考える為に Lnを
C-〇





と展開するO (ho･,T- 0での格子間隔 ) 次の3つの仮定














少 2- - (ip/ A . )co t( k h｡/2 丹 f
+,n-o([7nl.->3)
自由端の境界条件より(3)は
･o･- - 器 sin2昔 )困 2
となる｡ 座標系



































④ 各 segmentkiからの熱膨張-の寄与 AL(ki)は
AL(ki)-3i < T sol(Ak,)>
2 7r - rti
で求める｡
③ totalexpausionは
AL-∑ AL(ki)- 6-1J dkAL(ki)…L8
ki FBZ
④ thermalaverage< > は
(:×⊃
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1次元¢4-solitionのDynamics





同時に, S｡litonが Br｡wn運動をしていることが判った｡2･3) この Br｡wn運動は solitonと
熱励導されたphononとの間の衝突によるとして･Wada-Schriefferによって調べられた04)我
々は,さらに進んで.完全可積分ではない ¢4系におけるsolitonとphononの間の運動量交換
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